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(Haukioja and Neuvonen 1985; Faeth 1986).食害にともなう変化(induced
defenses)に加えて､あらかじめ食害を防ぐためにフェノール類などを葉に備えてい
ることも(constitutive defenses)よく知られている(Rossiteret aI. 1988)こ
のような植物の質的変化は､昆虫の摂食様式にもさまざまな影響を与えているはずで
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-いことが知られている(e.g., Hove azld Richter 1982, Stanton 1985, Choc et a】･ 1988, Manasse1990,
Tripathi益d皿姐1990, Westoby1992) ｡これらの有利性は特に被陰下や箕栄養条件下､ ､隣接個体
間の競争が激しい環境下､また深く埋められた場合など資源が制限されたストレス環境下では､
とくに大種子は小種子よりその優位性が覇者である(Haskins and GorZ: 1975, Gross 1984, Wt)班
1986a､斎藤1981､ 1983, Bon斑1998) ｡これは実生の成長が種子内の貯萄養分に依存する割合が大
きいためであると考えられている(Migberg ad LAmOnt 1997)｡
しかし､一旦発芽した実生が､貯蔵養分によって子葉(または本葉第一葉)を展開すると､


















は何によって説明しうるかは植物種によって異なり､たとえば､ Kadsson and Norden(1987)や
Waltdrs etal･ (1993)は､葉への配分率(LWR)と個体垂当りの葉面積(L姐-SLAXLWR)が､






























54･5mg (5･04Atom%)､少窒素区はN : 5･45mg (30･6 Atom%)を､またそれぞれに､ P : 36.2mg
OVaH2PO4 ･ 2H20) ､ K: 45･5mg､ S : 32･1mg (K2SO4)､ Ca : 23･4mg (ChC】2 ･ 2H20)､ Fe : 4.9mg
qe-EDTA)～ Mg : 28･8mg (MgC】2 ･ 6H20)を､週2回にわけて600miの水に溶かして施肥した(秦
4-1) o微量要素は乾土当たりの濃度でZn(Sppm), Cu(5ppm), Mn(8ppm), B(2ppm), Mo(3ppm)を全層
元肥施肥した.窒素の施肥量は､吉田ら(1980)の森林の乾性土壌を60日間インキュベーション
して求めた無機化された窒素量(9･07g/m2/60days)を参考にして決めた｡全窒素施肥量は､多窒素





























































RGR (相対成長率) ､ SLA (単位葉董当たりの葉面積) ､ LWR (個体垂当たりの葉重) ､は


















































































































































































































出されているにすぎない(Kondo and Oshima 1981, Hendrix et aJ･ 1991,1992) ｡このメカニズムにつ
いては･種子貯蔵養分の消費速度や薫の生存様式によって解明しようとしたが､明らかな説明は
























































ほど土壌由来窒素の吸収割合が高いためであることを明らかにしたo Grubb and Coomes(1997)は樹
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